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第４章 重点事業

「 重点事業 市民の『 幸福感』 向上をめざす」、は第二次下野市総合計画が示す「 ともに築

き 未来へつなぐ 幸せ実感都市」 という市の将来像につながる目標となっています。

また、アンケート調査では「 地域との関わりの中での市民が考える幸福感」 について、以下

のご意見が市民の方から多く示されました。

 いざという時は、支えられているという安心感があること

 地域の人と日常的にあいさつする関係があること

 地域に、困り事を相談できる人がいること

 地域に、気軽にものごとを頼み頼まれる関係があること

 日頃、見守られていると思えること

 地域に、自分が貢献できる役割があること

これらは、基本目標１から３の中に盛り込まれる施策の総合的な推進により実現に近づく も

のであることから、それらの施策を網羅し重点事業として取り組んでいきます。

基本目標１
地域づく り

基本目標２
まちづく り

基本目標３
しくみづく り

重点事業
市民の「幸福感」
向上をめざす

地域での交流が盛んになり、見守られて

いると思える取組

福祉サービスの充実が着実

に図られる取組

市民の潜在力がまちづく り

に活かされ、生きがいへとつ

ながる取組
いざという時に頼れるものが

ある安心感につながる取組
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